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南 Jν 鱗噴ヲ井錫亙 1棄ンヲュ不数

北毛及勺 出切ユ及レ之ヌ・随長 規 米

又ノ ュ ト 断 ー少銅 Y ヲ主伴石則ア？ 、、
J、トヶ成ジ 量 鑓概 横 ユ ス石ナリ、
錫ス ／V 因アノ脈ミバ断石粘英 yレ ア

、」向A 寸

及 此繍上南クノ アジ 英叡 篭鎖 花、、
銅外ヲ閥北ラ外錫方及岩気尿尚

銑合合係ヨユ之石言電ノ石ヲ岩
I 、

備銀有ヲソクヨニ？気盤錫 成ノ

脈 方ス有北ムリ富 1 石質石ジ盤

ト鉛 Iν ス 西 鎖」 新ミダ井セ ヨ 主 質

岡鉱・毛 Jレ 「期採 1 ニノV Y 要ジ
::r 」

一鱗ノカ南 バノ掘 石鱗成鎚タ

、 r 。トーb0 ま
ノ 脈一如東 ／V 鎖セ 英染ソ！庇／レ

方ア J、ジノト服ラ ノ帯時及英

向 リ多比方 鱗」 アルト 鍍 J、ユ之 雲

ユア量鎖向及 9 稿係方 娃 ヲ岩
I 、

走時ノ脈ユユ錫 スヨ言石横
ヅ 1 、 p('[; 

/V ユ鏑ユ走ケ鎖 ノレリカ J断 gロ
毛亜鏡二 Y /V 脈 錫成ペシセ

ノ鉛及積花嶺ュ 石リ ／V ナノレヨ

多鎖多ア尚ヲ特 脈錫 L 量鍛リ

ジ及少〈岩合有 ヲ石 f－~脈成
黄ノヒ及有ナ 随及、 黄ヲノレ

一1 、
銭満 J、エジノレ 件続ト銅有英

I 、
鎖俺ク Jν 錫枇 ジ泥稗 鍛 ス 雲、
ヲヲラグ及鍍 数石ジ及鱗岩
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合合ユン銅及 百ノ暗糞尿 J、

有有クス鎖銅 択小色錨 J、甚
」

シスムノ脈鎖 ュ鑓： ュ 鱗 主タ
、 」｜



プ 厚 云怪 ス又 ア コ ゴ JV ジ之

＝宝 主主： サ シ ヒ、 青寸 ジ .＞、 リ ナ ト 普 ヲ
、

鱗L 通要ト 現紙 プ 或 ウ ア 全蓋 イ ア

稀 出 薄又 A、 プ 黒 ク ミ／ リ 時銅ス」 、
ナ ノ ヨ －＇・、 立日主E ン 色之地

ョ詰。日~· 又三事時 Jν
し

リ 放 リ 鍛通鎖 ヲ ーー 表 時鉛銭ユ

態稀 ！阪主 ＿，、 呈 ヨ ーー ト及鋸i涯

ス .＞、 ーー ノ 脈輪 ジ Y 近ヨ話 ジ銀等電
甚数側 ーー 廓 硫 J在キ ア鍛ノラ

タ 吋 壁交伊j 化換部主。 燐語外ラ

不 ーー 中叉然 銑セ分 ~ }j( 砂 此ン
寸

及地鍛」確達 ーー -1! セ 物 ア ノ、 及 ウ

貫 ス 現 JV JV 等 Jレ多漉 フ 盛方 J、

ーー JI〆 出細 ~ レ少 電 ン 石 ノ 主

ジ属 ス 脈 まk ト 趨ラ毎 ヲ 稀 ーー、
ア ~Is ト 一ー 稀 一．， 母質 ラ銅随有銅

「
分朕云現 ーー 現下 ミJ ~ ク 伴鎖鎌

布 又 ヒ 出 ミJ 出部該 鑓 フ ス 物尿、
ン’

甚 J、或ス プ ス ユ麓ノ レ ナ ーー

タ 皮 J、 ト 或 J、質盤笥 ト Y 賦
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不膜鎖云 J、 漉鎖質 チ 毛 自 存
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同 ヲ 尿 ヒ ヲ 電物物バ蕗然 ミ／
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ーー ナ ノ 或 7 ユ等イ ユ蒼 ，及

長 ス 側 J、 ダ フ ヨ ヲ トー由鉛錫
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距 コ 壁銅 シリ随 リ 「鎖
」 敏L 被体守~同？ 之よz一 床離 ーー 鏑 ーー
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.＞、 多 ジ-, 、 L 

ト同。：】Jガ~ . ロ .' セ オ
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毛岩ソ方以 再前其本 ス産リン
、 ＼＿

下ノ普ニア開涯嘗山 Jレ出：，.－＇ H 

部部通「向緩セ，青寸時 J「、 ノ多 ト f
ノ分コヒ斜ラクニセ ミクン

」 「
錫ユ／ レ殆ジレラ於ン ナノ、 七

鑓 J、ンン又タ，ンア ト JV 少ロぜとコ ン

ヲ錫ク，r ト線リ、 鑓L 涯ア、ト「 毛量事、口J ト、

採鎖 1直岩本ヲ青「イ v’ 又ニ プ

掘旺、 JV 立ノ山採クグ ν 其ジ附 ν
L 

ス月古ニジ岩ユ掘ラス台量ア逗ジ、 l... ソ

1レス見其脈於ジンヨ＃多 ；蹟ノ 1
ユ ff JV 上貫ア及鍍」 p ρ lやク物グ寸．百ョ

至アカ部通 J、之ヲ約鎖ジ皐ン ミ司． 回E思~ 
リ上如 J、ス花ヨ合二山ァ上ユ、
牧部ク板主同リ有哩 重ノス、

寸 「

支ノ鼓岩要岩フスユ 要見 ν9

相銅ュ中 鎖 J、ヂ JV ア ナ地 1 ス

償鎖毛ニ脈板ク ヲリ JV ヨクカ、 L

J、ヲ板 ア J、 岩 Lム以書 毛 7

ス採岩 Jν ーノヲアア ノ之 1-・ 
」

途掘中 モ イ 廉 下抽有銅 アヲ

ニセノ下ニユ出名及 ？採 ~ 
閉 JV 鍍部シ約スナ少 取鑓 i
山際脈 J、アニ JV 9 量 研山

セ J、ュ 花 束 十ノジノ 究等附

リ牧 J、尚西度 目ト錫 ノニ近

ト盆銅岩ユノ的云ヲ 資産ノ

云ア鎖ニ走角ヲプ産 料出鏑

プタ垢入 ソ度以長出 ユ ス山
、「

ジ 尚 レ北ヲア年ジ 供其カ

占，、



ムノ、

鱗 書官 本 ヲ タ 子 又 リ 鑓 明 ノ及ア涯、
磁 山 臭ノノ、成石ナ放採之青「

銭 J、 化十其 9 ~、レ態掘カク
「

鱗エフ 物乃以酸主ト不跡 採ラ
、ア

毒於 Iν ト至上化ニ毛明充掘シ
し つ '= 

砂ケ ジ十ュク涯其ナ填ヲ鱗

方〈吋己ザ一 ア八シラ電花レノ避 J、

鉛グ渓~抽ノアユク崩ト藤ケ鎖

鉱ーラ谷ス出土卒クラ岩モ 石鎖脈

等ムニ、ジ 鎖均 ムン中錫ユ脈ノ
プ L L 

ヲバ位一又ヲ百 U30s鱗 ニ鎮遺ノ側
フ寸 、

産クシ ク採身、ノ餓存標葉側壁
「ス

出ンメ ~Iii' ラ掘ノ合及在本セ壁ニ
ジドヲ瀕ニス二有銅ス中 リ 及 殊

話 J ジ山ク 1レ又量鎖 JV ニ錫中ユ

石 1 ミ ムヲノ、 J、並コ J、鉄盤現
オし

中ドグ ヲ得二百ニト？歴 J、ュ出

ニし附ぷ 毛へナ分穏明青寸之遺ス、

少近 採ジ JV ノ々 カクヲ留嘗
ν 、

量ユ 取 而毛ーノナラ採 セア
ト＂ .. 

ノ ァ、 スシ特ノ鎚リン掘ジ 銅
I ス L
ニリ ア別分石ト雛セメ鎖
ッチ 、
ケア 鱗ノ数ノスヲサ又採

フ
JV 黄 石目ョ交合リ J、掘
L ン

銅 ョ的 Y 雑有ジ堆ノ
つス
コ鱗 L P ノ百セ スヲ蹟際
、－，、

バ 錫 ＝同由EトPガ;' ラ京幸男、 JV 其以セニ
JV 鎖 ヂメノ毛量アノV J、
ト、
~赤色 クユ四ノ J、鉄磨務

格錨~ ム百十ヨ 不床石メ
」



「

7ウ ア 千 是 ノ ず、、 鉱ー ーー ジ ノ、 ヲ 緩 リ 魯、 寸 、
プ ヲ 八 レ 、、、 ミノ ーー 増涯 '7 七斜 内 設、

ーー ジ 百 地現 J援加電 フ 入 ス 一銭、
ウ 際 入 形 出 リ ス ス '7 ーー 吋幅脈 銭、 、
ム 本十 事ド ス y RP JV プ '7 時 J、 .；，、 ヲ

鎖L 山 九 * 
JV ス チ ーー ン 1‘ ーー 三特 ノ同～ 

L 上反鱗」~、石 ノ 年 其 ::r 一択 一時 有
「 屯吋 部 I 

ノ ウ ノ 他 ト ミJ J、 主 択、乃 ウ ス
同 、

、‘ 、 フ 交 ノ ヲ ーー 他 慮 ーー 若至 プ 母
I 

ロ~嗣3；~ ヲ ーー ウ 地稗 ア ノ 々 燐 ク 五 ：岩
「

稼 ！ウ フ 表 セ JI〆 ク 一ー ~ .＞、 択 7 J、
I I 

行 よ‘ ーー ノ 9 氏 毛 ア 散 ウ 一 ナ ム キ

鎖
、

JV L 鍍セ ウ 朕蓋 J、 ノ ーー 在 プ 択 フ

JV 脈 よ‘ 態 ジ 一 .＞、 ：ワ ス ン 以 毛 物 ス一L 
JV L 鎖 上

「 L 
唯 J、 ノ ノ 各十漉 ム Jワ ヲ ーー

一 盛原 同 地尋青雛i ノ 宙4 ノ プ ／日λ． y 

一 I 「
ノ ーー 鱗 ーー ノ 7 物 ‘ 司、． ウ 一 ーー 有 ブ

鎖 採
ナ

於深 プ J、 ナ フ 帯 三F ジ 線

山 掘 ジ
ブ

ブ サ y 減 JIν 1ノ
i‘ 墨 岩ーー

ナ セ ブ
サ 葉． ーー L 鱗少 モ 鍛 合嶺 南 一．， 
JV 深於

、
リ フ 涯 ノ ミJ 下及有物北 貰．

ーー I 
v ぇ電 サ プ 盤護部 チ セ .＞、 ーー 通

捺 ず

其 '7 ーー .；・、 質 ーー ーー ノ、． フ 厚走 セ

嘗 フ
JV 

唯 ミJ 全 歪 イ サ ヲ ；ァ~ .＞、 JV 
、

フ 時 ン 差涯 タ ク JV ト 鉱一僅 約 JV 

而英」敏
L 、

遠青「
JV 漉 一．． 脈 カ 画． 鱗

ミJ 園 ノ ア '7 毛 青従 ジ ノ ーー 方 版

プ ーー 大 JV フ ノ 17 ヒ プ 上紙十数

千於需 ，、、 1ノ ナ 7 次現部薄度 多

九 プ 要 ジ L鎖－ JI〆 ン 第 出 ーー ヨ ーー ア、 L 

大
四
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産 セ JV JV 産 本 リ 多 的 西 J、 石百

出 1ノ ト ー~ 出 山 ト
「

少 ヲ ノ フ ，、 七
鎖」 錘i

I 
額 ト ジ .＞、 "A ノ 以 フ ヂ堆年

、 「 「

”“ オ 物服 タ セ フ フ プ ヂ 7 蹟 迄
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書岡対新所査調質地
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書国対新所査調質地

同上第十七競（北海道J部）

大豆二年度織物調査機嬰

岡上第十λ蹴（北海道ノ部）
滞暢炭田調査報交

岡上場十九競（北海道ノ部）

北見回宗谷炭同調査報交

同上第二十醗（北海道ノ部由

北海道網走屈斜路地方地質調査報交
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利融醐時齢柵産油地調査報交
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